
2025年1月24日（金）
副反応検討部会と

安全対策調査会の合同会議



厚労省「HPVワクチン接種後に生じた症状」への
協力病院を指定



接種勧奨再開後、
毎月の新規受診者数を研究班で調査



新規受診患者が500人を超えて。。

2022年度
新規受診患者

137人

2023年度
新規受診患者

146人

2024年度
新規受診患者

262人

新規受診患者数
勧奨再開後33か月で

545人



協力医療機関の新規受診患者数
の変化
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協力医療機関の新規患者数・月平均値
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1月24日合同会議で報告された
協力医療機関を訪ねた人のデータ（一部のみ）

ブロック拠点病院を受診した患者44人のデータ

44人中37人が1ヶ月以内の発症

自覚症状

• 疼痛及び感覚（光・音・におい）の障害 25人

• 運動障害 17人

• 自律神経障害 11人

• 認知機能障害 1人

他覚所見あり、または検査異常あり 17人

• 関節の可動制限、筋力低下、紅斑など

つけられた診断名

• 急性散在性脳脊髄炎もしくは多発性硬化症 1人

• 失神発作、起立性低血圧、不安神経症疑い

• 右肩甲下筋腱板炎、右小円筋腱板炎

• ワクチン接種後肩関節障害 など いずれも１人ずつ



1月24日合同会議で報告された
協力医療機関に来た人のデータ（一部のみ）

ブロック拠点病院を受診した患者44人のデータ

治療

薬物療法（プレガバリン、NSAIDs、アセトアミノフェ
ン、漢方薬）、認知行動療法的アプローチ、運動療法

3か月以上経過をフォローできたのは半分（22人）だけ

そのうち36％（3人に1人）は治っていない

症状が持続していることが確認できた症例 ： 8 人

改善例が半数以上いると報告したが、彼らのいう改善は
「症状は続いているものの、学校や仕事に行けるように
なった人」も入っている可能性が高い 過去の牛田班報
告から推測
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